
            

 
夢と目標の実現を目指して～判断する力と正しい選択～ 

 
校 長  宮 野 和 幸 

新年、明けましておめでとうございます。 

児童の皆さん、保護者・地域の皆様、ご家族おそろいで、健やかな新年を迎えられたことと、

教職員一同、謹んでお喜び申し上げます。 

本年も皆様のご多幸を心よりお祈り申し上げます。 

さて、絶え間なく流れ、そして消え去っていく「時」に、「節目」をつけることは、新しい

心で生き続けたいと願う人間の文化です。特に日本人は、古来より、「時の節目」として、生

活の中で行事や伝統、儀式などをこよなく大切にしてきました。その中でも、新年は、最も重

要な「節目」の一つです。 

室町時代初期に活躍した能役者であり、すぐれた能作家の世阿弥は、「花鏡」の中で、「初

心忘するべからず」と述べています。新年は、惰性に流されやすい人間が「初心」にもどり、

自分の「夢」や「目標」をもう一度考えてみる絶好の機会となります。  

しかし、人は「夢」や「希望」をもち、その実現を目指していく過程の中で、なかなか物事

が思い通りには進まずに、大きな壁にぶつかり、それぞれの問題を解決しなくてはならない場

面も数多くあるものです。イソップ物語の中の「ロバを売る親子」という話を紹介しましょう。 

昔、ある親子がロバを売りに町に出かけました。親子はロバに手縄をつけて引いて歩い

ていました。その様子を見た通りがかりの人に、「せっかくロバを連れているのだから乗

ればいいのに」と言われたので、子供をロバに乗せて歩いていきました。 

しばらく歩くと今度は別の人が、「親を歩かせるとはなんて親不孝な子供だ」と言うの

で、子供を下して親がロバに乗って歩いていきました。 

また、しばらく歩くとまた別の人から、「子供を歩かせて親だけが乗るなんて、なんて

ひどい親だ。一緒に乗ればいいのに」と言われたので、今度は二人でロバに乗っていきま

した。 

さらに行くと、また別の人が「小さなロバに二人が乗るなんてかわいそう」と言うの

で、それもそうだと思い、親子はロバを狩りの獲物を運ぶように一本の棒に両足をくくり

つけて、担いで歩きました。 

やっと町に近付き、橋を渡ろうとしたところ、担がれたロバが苦しがって暴れ出し、川

に落ちて死んでしまいました。結局親子は、苦労しただけで一文の利益も得られませんで

した。 

 この親子はロバを売るために町へ歩いていく間に、五つの方法でロバを運びます。やさしい

親子だとは思いますが、残念なことに、自分（たち）の頭では考えずに、人に言われるがまま

に次々と方法を換えていきます。その結果、ロバは川に落ちてしまい、ロバを売るという目標

は残念ながら実現できなかったとういう内容のお話です。 

 われわれ人間は、目標や目的を決めて、それを実行していく間に、たくさんの判断を迫られ

ることがあります。困ったら、人の話に耳を傾けることはとても大事なことですが、その時に

大切な事は、しっかりと自分の頭で考えて判断しなくてはならないということです。夢や目標

の実現には、正しい「チョイス」、つまり「選択する」こともとても大事なことなのです。 
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◎教育目標（目指す児童像）                         鴻巣市鎌塚１０番地 
「進んで学ぶ子」「思いやりのある子」「元気でがんばる子」   ℡ 548-2300 

鴻巣市立下忍小学校 

 

 

 
１１月２６日（木）に、低学年・中学年・高学年 

の各ブロックで、校内持久走大会を行いました。当 

日の朝は、霧が濃かったのですが、だんだんと天気 

も回復し、無事に開催することができました。今年 

は、走る距離を短くし、校内での開催となりました 

が、子どもたちは、それぞれの目標を胸に、一生懸 

命に走りぬきました。 

 保護者の皆さまにおかれましては、大変お忙しい 

中にも関わらず、温かいご声援をいただき、誠にあ 

りがとうございました。 

 

 
 

 
１２月１日（火）に、指導者の方お迎えし、４年 

生が車いす体験を行いました。子どもたちは、車い 

すを押してみたり、車いすに乗ってみたりして、実 

際にやってみないとわからない貴重な体験をするこ 

とができました。この貴重な経験を、これからの生 

活の中で、生かしてほしいと思っています。ご指導 

してくださった皆様、この度は本当にありがとうご 

ざいました。  

 
 

１２月４日（金）から１０日（木）の１週間は、 

人権週間でした。それに合わせて、本校では、いじ 

めや差別のない明るい生活が送れるよう、児童全員 

が「人権メッセージ」を考えました。その中から、 

とても素敵なメッセージをいくつか紹介します。 

「ありがとう ぼくは君がいるから 楽しいんだ」 

         １年２組 新 龍臣 さん 

「友達に むけちゃだめだよ 言葉の刃(やいば)」 

          ４年３組 猪上 昊樹 さん 

「ぼくたちは 生まれることでも すごいんだ」 

         ５年１組 小池 有生 さん 

 これらのメッセージは、昼の放送でも紹介し、現在、東側階段２階の「心まんまる

掲示板」でも掲示しています。学校に来られた際には、ぜひご覧になってください。  

持久走大会 １１月２６日（木） 

忍小の先生からラジオでメッセー

ジ 
 

４月２０日（金）、 離任式が行わ

れ、退職・転出され  

車いす体験 ４年生 １２月１日（火） 

忍小の先生からラジオでメッセージ 
 

４月２０日（金）、 離任式が行われ、退

職・転出され  

人権メッセージについて  

忍小の先生からラジオでメ

ッセージ 
 

４月２０日（金）、 離任式

が行われ、退職・転出され  


